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（1） 学習指導要領に示されている目標および
内容に基づき、基礎的・基本的な知識・
技能の定着状況とともに、思考力、表現
力などの学力の状況を把握する。

（2） 児童生徒の生活や学習に関する意識や実
態および各学校における教科指導などの
実態を把握する。

（3） 各学校が全県的な結果と比較・分析する
ことを通して、自校の課題を明確にする
とともに、指導内容や指導方法の改善・
充実を図る。

（4） 児童生徒の学力および学習の状況を明ら
かにし、県の教育行政施策に生かす。

　
昨
年
６
月
に
実
施
さ
れ
た
、
広
島
県
「
基
礎
・
基
本
」
定

着
状
況
調
査
に
お
い
て
、
町
内
の
小
・
中
学
校
が
県
内
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
過
去
３
年
間
、
熊

野
町
の
成
績
は
、
す
べ
て
の
教
科
で
広
島
県
を
上
回
っ
て
い

ま
し
た
。
今
年
度
も
広
島
県
を
大
き
く
上
回
る
大
変
素
晴
ら

し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

熊
野
町
の
小
・
中
学
生
の
学
力

＝
全
国
調
査
で
も
好
成
績
＝

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

【広島県「基礎・基本」定着状況調査の目的】

　
ま
た
、
今
年
度
４
月
に
実
施
さ
れ
た
「
平
成
28
年
度
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
に
お
い
て
も
、
小
・
中
学
校
が
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
教
科
で
全
国
を
大
き
く
上
回
る
好
成
績
を
残

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
調
査
結
果
は
、
「
熊
野
町
教
育
大
綱
」
に

お
い
て
掲
げ
る
「
『
ひ
と
』
を
育
む
」
施
策
の
う
ち
、
こ
れ

ま
で
の
「
基
礎
学
力
の
向
上
」
へ
の
取
り
組
み
の
成
果
で
す
。

　
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
結
果
は
、
児
童
生
徒
の
頑
張
り
は

も
と
よ
り
、
家
族
の
皆
様
の
ご
支
援
と
教
職
員
の
努
力
の
た

ま
も
の
で
す
が
、
今
後
も
こ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
と
も
に
、

す
べ
て
の
「
『
ひ
と
』
を
育
む
」
教
育
に
つ
い
て
も
、
力
を

入
れ
た
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

（
学
校
教
育
課
）

（1） 義務教育の機会均等とその水準の
維持向上の観点から、全国的な児
童生徒の学力や学習状況を把握・
分析し、教育施策の成果と課題を
検証し、その改善を図る。

（2） 学校における児童生徒への教育指
導の充実や学習状況の改善などに
役立てる。

（3） そのような取り組みを通じて、
　　  教育に関する継続的な検証
　　  改善サイクルを確立する。

【全国学力・学習状況調査の目的】

【分析】
　平成27・28年度ともに、熊野町の小・中学校は全国を大きく上回り、児童生徒が高い学力を身につ
けていることが分かります。

【分析】
　平成27・28年度ともに、熊野町の小・中学校はすべての教科におい
て広島県を大きく上回っています。小学校で「基礎・基本」をしっか
り身につけ、中学校でさらにその力を伸ばしていることが分かります。

広島県「基礎・基本」定着状況調査（平成27年度・平成28年度比較）全国学力・学習状況調査（平成27年度・平成28年度比較）

　この学力調査は、小学校５年生と中学校２年生を対象として毎年実施されるものです。また、小学
校は３教科（国語、算数、理科）、中学校は４教科（国語、数学、理科、英語）について、その学力
や学習状況について調査が行われました。　この学力調査は、小学校６年生と中学校３年生を対象として毎年実施されるものです。また、今年

度は理科が実施されておらず、小、中学校ともに２教科（国語、算数《数学》）について、その学力
や学習状況について調査が行われました。

学力向上

みんなとても
がんばっているりん♪


